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子や恐怖 を緩和する匂 い分子の効果 がサルに対 しても保存 されている可能性 を検証することを目的 とした。本年度
は匂い分子の化学合成 とマ ウスを用 いたスクリーニングを進め、先天的な恐怖情動を誘発する匂 い分子の レパー ト
リーを増加 させた。匂い分子の効果は動物種によって異なるので、サルに対 して最適な匂い分子を発見できる可能
性が高 くなった。また、匂い分子 による先天的な恐怖を緩和する作用 のある匂い分子を発見 した。これ らの匂い分
子のサルに対す る効果 を検証する。先天的と後天的な恐怖 に伴 う生理指標の変化の解析 を進めた。その結果、先天
的な恐怖でのみ体表面温度 と体深部温度の同時低下や心拍数の急減が誘発 され ることを解 明した。また、先天的な
恐怖 では脳波などの生理指標にも変化が見 られ ることを解 明した。これ らの生理指標の中でサル において計測 しや
すい指標 を選択 して計測する。
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ネパールには低地か ら山岳地帯までの さまざまな環境にアッサムモ ンキー(Macacaassamensis)、アカゲザル(-M.
mulatta)、グレイ ラングール(Semnopithecusentellus:別名ハヌマンラングール)が 広 く分布する。 しか し、その分
類、分布、地域分化に関す る体系的な遺伝学調査は皆無に等 しい。そこで、本研究ではイ ン ド東北部 ヒマラヤ山岳
地帯で報告 された新種 アルナーチ ャルマカク ーMmunzalaとの関係が問題視 され るア ッサムモ ンキー と、亜種分類
で論争が続 くグレイ ラングール を対象に、糞試料からのDNA分 析法を検討 した。
糞分析法 を試験す るため、ネパール国内の生息地3地 点で採取 したア ッサムモンキーの試料11検体を材料に、
DNA抽出法、mtDNA塩基配列の解読法を検討 した。また、グレイ ラングールの糞試料 についても同様の方法で分
析が可能か試験 した。 この結果、ア ッサムモンキーでは安定 して配列データを得る実験条件が確立でき、非 コー ド
領域 の第1可 変域約580塩基、ならびに16SrRNAコー ド領域の約400塩基が解読できた。そ こで、他地域のアッ
サムモ ンキーやsinica種グループに属す る別種 と比較 し、予備的に分子系統を解析 した。この結果、調査 したネパ
ール の試料はブータンのア ッサムモンキー(M.a.pelops)やアルナーチャルマカクとクラスターを作 り、イ ン ドシ
ナを中心に分布するア ッサムモンキーの別亜種 一M.a.a∬amensisと区別できた。一方、グレイ ラングール の分析で
は、PCRの際のプライマーが不適で改良の必要が判明 した。
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本 課題 は、 ほ乳類脳 のエ ピゲ ノム形成 に関 わ るnon-codingRNA(ncRNA)制御 メカ ニ ズム とそ の種 問多様性 を明
らか にす る こ とを 目的 としてい る。 本年 度 は以 下 の4点 につ い て明 らか に した:1)ヒ ト、チ ンパ ンジー 、マカ ク
ザ ル 、マ ウス、 ブ タ にお け るプ ロモ ー ターへ の 偽遺 伝 子挿 入頻 度 が種 間で 異 な る(バ イオ イ ンフォ マテ ィク ス解
析)、2)固 定 した挿 入配 列 か らはRNA転 写 が コー ド遺伝 子 に対 しア ンチセ ンス方 向に起 こる(前 年 度 ま での プ ロ
モ ー ター ア レイの結 果 をイ ル ミナ社 次世 代 シー クエ ンス解 析 によ り精 度 を高 め て検定)、3)挿 入配 列 自体 はプ ロ
モ ー ター/エンハ ンサー と して 、DNAメ チル化 した挿入 配列 はサイ レンサー と して機能 し うる(各 種 動物 細胞 レポ
ー ター ア ッセイ) 、4)挿 入 配列 由来promoter-associatedncRNA(pancRNA)とDNAグリコシ ラーゼ の強制 発 現 に よ
り、挿 入配 列 を配 列特 異 的 に脱 メチル 化/遺伝 子オ ンにで き る(試 験管 内メチ ル化 ア ッセ イ)。 以 上 よ り、偽 遺伝
子 由来 配列 が遺伝 子制 御領 域 に種 特異 的 に挿 入 され るこ とで、種 特異 的pancRNAが獲 得 され 、配列 特異 的DNAメ
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研究の 目的は霊長類 の四足歩行時におけるフッ トフォール ・パ ター ン(1歩行周期の中で、左右の前肢 と後肢が
支持基体に着 く順番)に影響す る要因を把握す ることであった。 この 目的で、京都大学霊長類研究所で集 団飼育 さ
れているニホンザル とアカゲザルを対象 に、場外 の観察台から2種 の四足歩行 をビデオ撮影 し、そのフッ トフォ
ール ・パ ターンを調べる とともに、支持基体の形状や傾斜、身体サイズ、他個体の運搬 の有無 と運搬方法 とい っ
た他 の変数 との関連 を分析 した。放飼場 によって場 内の構造物が異なった こともあ り、撮影 した歩行 の多 くがニ
ホンザルは地上でのもの、アカゲザルは樹上環境 を模 した構造物上でのものであった。先行研究の とお り、2種の
フッ トフォール ・パ ターンは、後肢の次 に対側の前肢が支持基体 に着 く前方交叉型がほ とん どだった。後肢 の次
に同側の前肢が着 く後方交叉型のパ ター ンが1歩 行周期つづいた例は今回は見られなかったが、下 り傾斜の移動
時、段差 を乗 りこえる時、または移動 を止める直前 などにこのパ ターンを部分的にふ くむ歩行 が観 察 されること
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